
５ 従業・通学時の世帯の状況 
 
－「通勤者のみ」の世帯の割合が最も高い－ 

従業・通学時の状況（7 区分）別に、住宅に住む一般世帯の割合をみると、「通勤者のみ」（34.6％）

が最も高くなっています。全国と比較すると、「通勤者のみ」が 12.2 ポイント高くなっている一方、「高

齢者のみ」は 7.4 ポイント低くなっています。（図 12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 都市計画の地域区分 
 
－「住居区域」に居住する人口の割合が、全国と比較して 25.0 ポイント高い－ 

都市計画の区域（6区分）別に、居住する人口の割合をみると、「住居区域」（75.5％）が最も高くなっ

ています。全国と比較すると、「住居区域」が 25.0 ポイント、「商業区域」が 8.3 ポイント高くなって

いる一方、「工業区域」は 2.2 ポイント低くなっています。（図 13） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.4

34.6

7.2

6.5

22.7

15.3

5.7

6.7

14.8

15.2

25.7

19.9

0 20 40 60 80 100

全 国

川崎市

通勤者のみ 通学者のみ 通勤者と通学者のいる世帯

高齢者のみ 幼児と女性のみ 女性のみ

その他

通勤・通学者のみの世帯 通勤・通学者以外の世帯員がいる世帯

（％）

図１２ 従業・通学時の世帯の状況別住宅に住む一般世帯の割合(H17) 
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図１３ 都市計画区域別人口の割合(H17) 


